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	①処分システム：放射性廃棄物の処分において，生活環境への影響を防止する仕組み。
	②ピット処分：地上又は地表近くの地下に設置された廃棄物埋設地において，放射性廃棄物を次のいずれかの方法によって最終的に処分すること。
	―外周仕切設備を設置した廃棄物埋設地に放射性廃棄物を定置する方法。
	―外周仕切設備を設置しない廃棄物埋設地に放射性廃棄物を一体的に固型化する方法。
	注記　“地表近くの地下”に関しては，現行の法令，事業規則の第一条の二第四項において，深さ五十メートル未満と定められている。
	③遮蔽：ある領域に入射する放射線の粒子フルエンス率を，放射線源との間に物体を挿入することによって減らすこと。
	注記　“粒子フルエンス率”は，JIS Z 4001:1999に定義されている“粒子束密度”と同義語であるが，この遮蔽の定義では，国際放射線単位測定委員会の推奨する一般的な表現である前者を用いた。
	④閉じ込め：ピット処分の埋設段階において，廃棄物埋設地の限定された区域からの放射性物質の有意な漏えいを防止すること。
	⑤移行抑制：廃棄物埋設地から地下水を介して生活環境へ移動する放射性物質を低減させること。
	⑥飛散防止：廃棄物を埋設する場合において，廃棄物埋設地の外に放射性物質が飛散するおそれがあるときに，それを防止すること。
	⑦埋設段階：埋設する放射性廃棄物の受入れの開始から覆土の施工によって埋設が終了するまでの期間。
	⑧保全段階：埋設の終了から廃止措置の開始までの期間。
	⑨管理期間：処分場における放射性廃棄物の受入れの開始から廃止措置の開始までの期間。
	注記　廃棄物埋設施設において，操業を行う期間及び監視，巡視，点検，特定行為の制約などの管理を行う期間。
	⑩操業期間：処分場における管理期間の一部であり，放射性廃棄物の受入れ開始から覆土の施工によって埋設が終了するまでの期間。
	⑪定期的な評価等：事業の開始から廃止措置の開始までの間で，10年を超えない期間ごと及び放射能の減衰に応じた第二種廃棄物埋設についての保安のために講ずべき措置を変更しようとするときに，最新の技術的知見を踏まえて，核燃料物質等による放射線の被ばく管理に関する評価を行い，その評価の結果を踏まえて，廃棄物埋設施設の保全のために必要な措置を講ずること。
	⑫コンクリートピット：ピット処分において，廃棄体を定置するために廃棄物埋設地に設置される鉄筋コンクリート製の躯体（構造物）



